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研究目的 

 情報発信・情報蓄積手段として発展してきたインターネットは、Blog や Twitter の普及に伴って非対面

コミュニケーションのツールとしての側面も兼ね備えてきた。本研究では、質問と回答という形式で情報（知

恵・知識）を交換する質問回答サイトを対象に，質問のタイプ分けと回答者のクラスを同定する対話構造の

抽出技術を確立することを目的とする。また、生活密着型のマイクロブログである Twitter では、記事の投

稿が極めて断片的であり、また、参加者間のネットワークが多重にオーバレイしていることが、コミュニテ

ィ構造の把握を困難にしている。これらの問題を解決する手法を提案する。 

研究成果  

・ コミュニティ QA サイトである「Yahoo!知恵袋」のアーカイブデータを対象に、質問者が回答に期待す

るタイプが存在することを仮定し、質問文からタイプを推定する手法を検討した[1]。また、インターネ

ット検索における情報要求の言語化を、質問文を用いて支援するクエリ拡張法を提案した[2]。 

・ コミュニティ QA サイトの回答者集合を対象に、質問と回答者間の関係を（質問－回答者）の２部グラ

フでモデル化し、回答者間ネットワークに頻出するモチーフを抽出することで、コミュニティ構造を明

らかにする手法を提案し[3]、提案法を適用して長期間に渡る経時的な分析を行い、カテゴリ毎にコミュ

ニティの構造が異なる変化を示すことを明らかにした[4]。 

・ 代表的なマイクロブログである Twitter を対象に、実際の使用状況を収集（クロール）し、散発的に投

稿される記事（Tweets）を、単語の共起と投稿時間の近さによってチャンク化する話題チャンク集出手

法を検討した[5]。また、フォローやリツィートによって関係づけられる参加者間のネットワーク構造か

ら、参加者の興味関心の伝搬をモデル化する属性伝搬モデルを提案し、複数のフォロワーを介してつな

がる参加者は、自身と類似した興味関心を有するフォロー先として推薦できることを明らかにした[6]。
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